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　Genotype1型で高ウイルス量の難治性C型慢性肝炎患者に対するPEG-
IFN/Ribavirin併用療法において、治療早期のHCV抗原量と新しく開発された
COBAS TaqMan HCVを用いてHCVRNA の定量を行い、治療早期に効果予測が
可能であるかを比較検討する。また、PEG-IFN/Ribavirin併用療法48-72週間投与
のウイルス学的治療効果について検討し、副次的に8、12、16、24週投与時の陰
性化率、肝機能改善度、安全性について評価する。

倫理審査委員会　平成２１年７月３日

　大腸癌患者血清MMP-1蛋白測定と臨床経過に関する研究

　我々は九州大学生体防御医学研究所と研究班を組織して、末梢血液中の
MMP-1を術前より定期的に測定し、その臨床経過（治癒する場合、再発する場
合、再発に対して治療を行い効果が得られたり、あるいは得られなかったりする場
合）とMMP-1の測定値が並行して推移するかどうかを解析することを目的とする。

　C型慢性肝炎に対する早期治療効果予測に関する診断マーカーの研究


